
試験調査船「北洋丸」による観測

令和8（2026年）年10月13日

北海道立総合研究機構水産研究本部
稚内水産試験場

No.137

令和8年（2026年）9月25日～9月27日に実施した日本海定期海洋観測結果の
うち、利尻・礼文両島周辺の8定点における水温の速報値をお知らせします。

表面水温は北側で20.2～20.5℃、南側で20.6～21.1℃でした。
過去5年平均をもとに利礼周辺の水温環境を評価すると、表面水温は岸側
の点で平年並、沖側の点でやや高めとなっていました。沖側の測点（J15、
JW14）を除いて、全体として水温は昨年より低く平年並でした。JW13では、
水深30~60mにおいて平年より 1.3~4.7℃高い水温がみられ、平年より
混合層深度が深いことから、海洋表層がよく混ぜられ大気由来の熱が平年よ
り深い深度に達していた可能性が考えられます。
※本速報の一部には水産資源調査・評価推進委託事業で得られたデータを使用しました。
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キーワード： 『利尻 水温』で検索
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